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平成２８年度第１回目の会議が、５月２日（月）に絹公民館で開催されました。新年度となり、

自治連正副会長、PTA会長、学校長、学校評議員の変更があり、会長には上野祥夫氏、副会長には

坂本恒美氏を選出し、新体制でスタートいたしました。開校まであと 1年となり引き続き地域のみ

なさまのご協力をお願いいたします。 

また、事務局より、学校名、４校の閉校式日程、絹中と福良小をつなぐ渡り廊下の設置工事、小

中一貫校開設準備室の設置について、以下の報告がありました。 

○学校名について 

 「小山市立絹義務教育学校」とする方針が市で固まり、６月の市議会に提出

することになりました。 

※みなさなから、応募いただいた校名案については裏面にすべて記載しておりますのでご参照
ください。たくさんの応募ありがとうございました。 

 

○閉校式日程について（案） 

 

 

 

○渡り廊下について 

設置工事は、夏休みに入ってから９月末にかけて行います。学校活動に大きな支障が

出ないよう、夏休みに集中して工事を行い、９月には工事エリアを縮小します。 

 

※お願い 

グランド西側門より工事

用車両の出入りがあるた

め、グランド南側に沿っ

て鉄板を敷き、体育舎前

に作業スペースを設けま

す。 

工事期間中は事故防止の

ため、工事用フェンスを

設置しますので、グラン

ド使用に制限がかかりま

す。 

利用者の方にはご不便を

おかけいたしますがご理

解下さい。 

絹 中  ２月１８日（土） 梁 小  ２月２５日（土） 

福良小  ２月１９日（日） 延島小  ３月 ４日（土） 

●平成２８年度 第１回推進委員会の結果概要 
 

 

 

 

 

平成 27年１０月  

 

絹中学区推進委員会からのお知らせ 

小中一貫校（絹中学区）推進委員会 平成２８年５月 第９号 



○小中一貫校開設準備室について 

  ４月開校に向けた準備を進めるため準備室を開設しました。 

  事務所の場所は、福良小学校２階にあります。 

       ☎ ３９－８５０５   FAX ４９－２７５８（福良小学校）   

 

【平成２８年度 第１回推進委員会で出た主な意見や質問等】 
① 閉校式の内容はどのようなものになるのか？ 
→  閉校式の内容は学校側で決めていただくことであり、現段階ではまだ決まっておりません。決
まり次第、皆様にお示しいたします。参考までに、前橋市の小学校閉校式の例では、開会、国歌
斉唱、学校長式辞、市長挨拶、議長挨拶、来賓紹介、児童からの感謝の言葉、校旗降納、校歌斉
唱、閉会との流れになっております。   

 
②９月に入ると運動会の準備等を行うため、体育舎前の渡り廊下設置工事を最優先で進めていただ
きたい。もし、９月に入ってからも体育舎が使えないのであるならば、体育舎をレンタルするな
どの対応策がないと今年度の運動会の準備が難しくなる。また、夜間利用団体の予約などの観点
からも、工事日程が詳しくわからないと困ってしまう。 

→ ご要望を受けまして、工事業者と調整を図ってまいりたいと思います。 
 
③義務教育学校については「中１ギャップ」の解消も目的の一つとしているが、９年間の固定化さ
れた人間関係の後の「高１ギャップ」が心配だとの意見があります。 

→ 人間関係の固定化については、課題の一つであります。そのため、学年を超えた交流などをはじ
め様々な工夫を取り入れながら十分に配慮していきたいと考えております。 

 
④開校となる義務教育学校については１学年２クラスの学校にしてほしい。 
→ 学級編制の１クラス当たりの人数については、小学校については法律において、中学校につい
ては県において定められているため、やむを得ない部分もあります。ただし、学級編制の弾力的
な運用や小山市の制度を定めることによって可能性としてはありますので、今後検討が必要であ
ると考えております。 

 
⑤特色ある学校として英語に力を入れるとのことであるが、ALTの増員だけではなく、コミュニケ
ーション能力をより磨けるような時間割や授業内容を工夫してほしい。 

→ 英語教育については、今年から市全体で ALTの数を倍増する方向で動いております。絹地区に
おいても常駐のALTの配置を検討しております。また、英語教員の配置や時間割の工夫をおこ
ない、市内の他地区の学校よりも英語に特化した教育を行う余地があるのではないかと考えてお
ります。今年度から市において、大学の先生を交えた英語教育の委員会を立ち上げる予定ですの
で、委員会の中で絹地区にあった英語教育についてアドバイスをいただければと考えております。 

 
⑥福良小や絹中は児童生徒を受け入れることになるため、エアコン等の増設が必要となります。ハ
ード面についての対応もお願いします。また、梁小や延島小が閉校となることで、田んぼの学校
の活動でのトイレや手洗い場利用の課題など、子どもにとってよりよい学校となるよう検討して
ほしい。 

→ 必要なものについては学校と調整しながら、検討させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今後の推進委員会の開催予定 
    次回の推進委員会は６月下旬ごろを予定しております。 
    結果は次回会報にてお知らせいたします。 

みなさまから応募いただいた校名案一覧です                    ※順不同 

きぬ学園・絹学園、絹中央学園、絹小中学体学園、絹郷学園、シルク学園、つむぎ学園、絹っ子学園、絹

みらい学園、第４絹学園、絹華学園、絹希望学園、のぞみ学園、やまと学園、絹友好学園、梁福島学校、

のぶふくやな学校、なかよし学校、絹小学校、絹中央小学校、林小学校、機(はた)の里絹中学校、絹小中

学校、きぬ小中学校、きぬちく小中学校、くわの木小中学校、まゆの里小中学校、小山東第一小中学校、

絹小中一貫校、小山東義務教育学校、きぬ義務教育学校・絹義務教育学校、絹学園義務教育学校、絹っ子

義務教育学校、若葉義務教育学校、義務教育学校つむぎ学舎、絹中央校、絹紬志館(きぬちゅうしかん)、

つむぎの里、絹学園校 


